
2004(平成16)年度愛知県立大学公開講座

ことばの万国博覧会
－ことばが世界を結ぶ－

スペイン語 －二つの世界のことば－

担当：堀田英夫

愛知県立大学外国語学部スペイン学科

第2回アメリカ館
－アングロ･アメリカとラテン･アメリカのことば－

２００４年１１月２７日(土)



スペイン語 －二つの世界のことば－

スペイン語の成長

スペイン1492年
– 史上最初の日常語文法書

– コロンブスの通訳

征服戦争における言葉の戦い

新大陸征服－言語の征服
– 16,17世紀の言語学者

– スペイン王家、入植者、宣教師、インディオ

スペイン語の拡大



スペイン語 －二つの世界のことば－

旧世界：ヨーロッパのスペイン

新世界：カリブ海域、アメリカ大陸

– アジア：フィリッピン

– グアム

– イスラエル



スペイン語を国語としている国々

メキシコ

コロンビア

スペイン

アルゼンチン

(アメリカ合衆国)
ペルー

ベネズエラ

チリ

グアテマラ

エクアドル

キューバ

ドミニカ共和国

ボリビア

ホンジュラス

エル・サルバドル

パラグアイ

ニカラグア

コスタ・リカ

プエルト・リコ

ウルグアイ

パナマ

赤道ギネア



スペイン語 －二つの世界のことば－

旧世界：ヨーロッパのスペイン

新世界：カリブ海域、アメリカ大陸

– アジア：フィリッピン

– グアム

– イスラエル



スペイン語圏



フィリッピンとグアム

ピリピノ語

abogado 弁護士

Abril 四月

adyós さよなら

aginaldo クリスマスの贈り物

Agosto 八月

amarilyo 黄色

apurá 急いで、急に

araro 鋤

arina 小麦粉

asada 鍬
asukal 砂糖

asúl 青
….

チャモロ語

ora 時間

flores 花
primu いとこ

bende 売る

desde ～から

asta ～まで

sin ～なしで

kuanto いくつ

…



アメリカ合衆国

ヒスパニック

– 2002年 本土に 3740万人

– 2000年 本土に 3530万人

– 2000年 プエルトリコに 380万人



スペイン語の成長

ラテン語

スペイン語（カスティーリャ語）最初の記録
– 「サン・ミリャン注解」977年？

• ラテン語文書への注解と祈祷文

– 「シロス注解」10世紀中頃

– 『エル・シードの歌』1207年
• 武勲詩

– 賢王アルフォンソ10世(1221-84)『大年代記』

• ラテン語、アラビア語史書からの翻訳と武勲詩の散文化



スペイン語の成長

ロマンス諸語

ラテン語

ポルトガル語

ガリシア語

スペイン語

カタロニア語

フランス語

イタリア語

ルーマニア語



スペイン 1492年

グラナダ王国征服、ユダヤ人追放令

史上最初の日常語文法出版

コロン(ブス)のアメリカ州到達



スペイン 1492年

グラナダ王国征服、ユダヤ人追放令

政治・軍事上の国家統一

国土回復戦争（レコンキスタ）の終結

宗教（カトリック教）による国家統一

改宗ユダヤ人(converso)
追放後のユダヤ人(serfardí)

バルカン半島、イスラエル



スペイン 1492年

史上最初の日常語文法出版

ネブリハ

『カスティーリャ語文法』1492
言語による国家統一

帝国最盛期の言語保持

ラテン語学習のため



スペイン 1492年

コロン(ブス)の新世界到達

インディオとのコミュニケーション

– 通訳

– 贈り物

– 身振り

– 拉致



スペイン 1492年

コロン(ブス)の新世界到達

インディオとのコミュニケーション

– 通訳

• 「かつてはユダヤ人であったルイス・デ・トーレス
であった。トーレスはヘブライ語とカルデア語と、
それにアラビア語も少し解した」

– 『コロンブス航海誌』ラス・カサス要録、林屋永吉訳、
1977、岩波文庫、p.77



スペイン 1492年

コロン(ブス)の新世界到達

インディオとのコミュニケーション
– 贈り物

• 「幾人かに、赤いボンネット帽と、首飾りになる硝
子玉や、その他たいして値打のないものをいくつ
か与えました。すると彼らは非常に喜び、全くす
ばらしいほど我々になついてしまったのでありま
す。」

– 『コロンブス航海誌』ラス・カサス要録、林屋永吉訳、
1977、岩波文庫、p.37



スペイン 1492年

コロン(ブス)の新世界到達

インディオとのコミュニケーション

– 身振り

• 「それはどうしたのかと手真似できいてみましたと
ころ、彼らは、近くの島の者がやってきて捕らえよ
うとしたため、身を守ったのだという様子を示しま
した」

– 『コロンブス航海誌』ラス・カサス要録、林屋永吉訳、
1977、岩波文庫、p38



スペイン 1492年

コロン(ブス)の新世界到達

インディオとのコミュニケーション
– 拉致

• 「私が連れ帰って、我らの言語を教えて後こちら
へまた連れ戻そうと考えて捕らえさせた七名」(43)

• 「老若合わせて七名の女と三人の子供をつれて
参りました。このようにしましたのは、男たちをエ
スパニャへ連れてかえっても、自分達の国の女が
一緒に居れば、女なしで居るよりはもっと辛抱す
るだろうと思ったからであります。」(89)



「このような行為こそは実に、自然の法と人間の法の定
める掟を…蹂躙することにほかならないからである。…
自然の法と人間の法の定める掟は、キリスト教徒と異教
徒とのいずれを問わず、また宗教、法律、境遇、肌の色
の何たるかを問わず、あれかこれかの差別はまったく存
在せず、すべての民族にとって共通のものなのである」

『インディアス史』第1巻第46章

バルトロメ・デ・ラス・カサス(スペイン、セビリャ生まれ、
1474?-1566) スペイン人聖職者、歴史家。

1514年に回心後インディオの自由と生存権を守るた

め精力的に活動。

スペイン 1492年



征服戦争における言葉の戦い

1521年
– コルテスのメキシコ(アステカ王国)征服

• 数百人のスペイン兵 vs. ５万人のトラスカラ兵

• アステカ王国は、十万の兵を動員できた。

1532年

– ピサロがインカ皇帝を捕らえる
• スペイン兵約１９０人 vs. ２万人のインカ兵



征服戦争における言葉の戦い

アステカ王国征服の場合



征服戦争における言葉の戦い

アステカ人はなぜスペイン人に負けたのか
– 軍事的理由

• 武器の差＝銃、甲冑、鉄剣、馬：木と石の武器

• 戦争の目的＝征服：いけにえ用捕虜を得る

– 生物学的理由
• 天然痘が旧大陸からもたらされた

– 宗教的理由
• スペイン人を神(ケツァルコアトル)と思う

– 政治的理由
• トトナコ人、トラスカラ人などがスペイン人側についた

Soustelle(1964:215-7,281)



征服戦争における言葉の戦い

「インディオはとくに人間対世界のコミュニケー
ションに努め、スペイン人は人間対人間のコミュ
ニケーションに努めている」(94)
「アステカ人にとって、あたかも記号は他者を操
るための武器ではなく、それが指示する世界か
ら記号が自動的に、必然的に流れ出すかのよう
にすべては展開する」(123)

ツヴェタン・トドロフ(1986)『他者の記号学/アメリカ大陸の征服』
法政大学出版局、(Paris, 1982)



征服戦争における言葉の戦い

インディオ側の情報収集
– 物売りを装って偵察

– 海岸をことごとく見張らせた

– 起こったことがすべて報告された
• tlequiquiztli(火のほら貝)「大砲」

• matlequiquiztli(手の火のほら貝)「火縄銃」

• tepuztli(金属)製のmaquahuitl(黒曜石の刃の棍棒)「剣」

• mazatl(鹿)「馬」…
– 達者な絵師：「顔付きや体付きをそれこそそっくりに
描かせ…あらゆる武器の類までも模写させて」

– 「モンテスーマがこのことを知ってから三日経っても、
コルテースの方はなにひとつまだ知らずにいた」



征服戦争における言葉の戦い

スペイン側の情報収集および情報発信

– 拉致してあったインディオ

• 「フリアン」、「メルチョール」、「フランシスコ」

– マヤ語スペイン語の通訳

• ヘロニモ・デ・アギラール

– ナワトル語マヤ語の通訳

• マリンチェ



征服戦争における言葉の戦い

マヤ人社会に暮らしたスペイン人二人

– ８年前難破、１７人のうち２人

• ヘロニモ・デ・アギラール：アンダルシア出身の聖
職者。生贄にされるところを逃げ出し、別の首長
のところで働いていた。

• ゴンサーロ・ゲレーロ：アンダルシア?出身の水夫。

土地の女性と結婚、３人の子供をもうけ、勇者とし
て一目置かれていた。



征服戦争における言葉の戦い

マリンチェ：インディオ女性
– ナワトル語(アステカ王国の言葉)地域である

町の首長の娘として生まれ育ち、子供の時に、
マヤ語地域に売られた。

– 戦いに負けたマヤ語地域の首長が貢物とし
てスペイン側に捧げた女たちのうちの一人。



征服戦争における言葉の戦い

トトナコ人を味方につける
– アステカからの圧政から守ってやると言ってアステカ人使者を捕

らえさせる。一方味方と言ってアステカ人使者を密かに逃がして
やる。トトナコ人には、捕虜を逃がしたとして叱責、スペイン人側
に付かざるを得なくさせる。

インディオ側の動きを知る
– 襲撃して皆殺しにしようとしているから助かりたければ自分と一

緒に来るようにと土地の人から言われたマリンチェはスペイン人
側にそれを伝える。また偵察している者がいた時もコルテスに知
らせる。

言葉による威嚇
– 「コルテースが大変な見幕でこうした威しの文句を言い立てれば、

通訳のマリーナはこれを見事に彼らに伝え」(ディーサース:254)



征服戦争における言葉の戦い

アステカ側は、かなり正確に状況を把握してい
た。

しかし、スペイン人を戻ってきた神と思い込む。

どのように行動すべきかを神託頼みにして、自
ら判断して行動することはなかった。

スペイン側は、忠実な通訳によって、アステカ側
の内部情報を得ることができ、情報操作するこ
とさえできた。



新大陸征服－言語の征服

16,17世紀の言語学者

スペイン王家、入植者、宣教師、インディ
オ



新大陸征服－言語の征服

16,17世紀の言語学者

– １５４７年メキシコ語（アステカ語）文法書

– １５５５年スペイン語ーメキシコ語辞書

– １５７１年メキシコ語ースペイン語辞書

– １５５８年タラスコ語文法、１５５９年辞書

– １５７８年サポテキ語文法、辞書

– １５９３年ミステコ語文法、辞書

– １５６０年ケチュア語（インカ帝国の言語)
– …



新大陸征服－言語の征服

スペイン王家、入植者、宣教師、インディ
オ

– 中南米では、インディオが多数居住し続けた
のにスペイン語がなぜ普及したのか。



新大陸征服－言語の征服

スペイン王家、入植者、宣教師、インディオ
– スペイン王家

• スペイン語普及の命令を何度も出す。

• １７世紀になると

– 学校設立。インディオ語を話すのを禁じる寄宿学校も。

– 村長や村役にスペイン語を話す者を優先。

– 入植者
• インディオを労働力として利用するのみ。

– 宣教師
• インディオの言語で布教。スペイン語を必要としなかった。

• １８世紀後半は、インディオ語を知っているというだけで司
祭に任命されることの弊害が出てきた。



新大陸征服－言語の征服

スペイン王家、入植者、宣教師、インディ
オ

– インディオ

• １７２８年インディオ貴族子弟がメキシコ大司教に
請願書

– 学院の再開を請願。スペイン語教育も加える。

• １７６８年メキシコ大司教、インディオのスペイン語
化学校の必要性をスペイン王に書き送る。



スペイン語の拡大

経済

政治

音楽

文学

美術、建築

…



スペイン語の拡大

１９世紀初頭の中南米諸国の独立

中南米の経済発展（１９世紀後半～２０世紀)
– アルゼンチン肉

– ペルーの鳥糞（guano)
– チリ硝石

– パナマ運河

– ベネズエラとコロンビアの石油

– ボリビアの錫

– キューバの蔗糖

– メキシコ･ユカタン半島のサイザル麻(henequén)
– ...



スペイン語の拡大

１９４５年国際連合

１９４８年米州機構(Organaization of 
American States)



スペイン語の拡大

ラテン音楽

フォルクローレ

タンゴ

サルサ

フラメンコ



スペイン語の拡大

スペイン黄金世紀
– セルバンテス、ロペ・デ・ベガ、カルデロン…

スペイン人ノーベル文学賞

– エチェガライ、ベナメンテ、ヒメネス、アレクサ
ンドレ、セラ



スペイン語の拡大

ラテンアメリカ文学(小説)のブーム

– １９６０年代

– アストゥリアス、ボルヘス、サバト、ガルシア・
マルケス、カルペンティエル、カルロス・フエン
テス、バルガス・リョサ、ドノソ、オクタビオ・パ
ス…

チリの詩
– ガブリエラ・ミストラル、パブロ・ネルーダ…



スペイン語の拡大

美術、建築
– ベラスケス、ムリーリョ、エルグレコ、ゴヤ…
– キリスト教圏とイスラム教圏の建築

– ガウディ

– メキシコ、インカの遺跡

– メキシコ壁画運動、ポサダ、タマヨ



スペイン語の拡大

アメリカ合衆国のヒスパニックの増加

ＥＵの一員であるスペインの経済発展

日本における、１９８９(平成元)年の出入

国管理法改正により、在留日系ペルー人
（ブラジル人）の増加

日本とメキシコとの自由貿易協定



スペイン語圏



スペイン語の拡大

スペイン語人口：３億から３億５千万人

スペイン語国：２１カ国

国際連合等、国際的な機関での公用語

多彩な文学など豊かな文化を擁している



スペイン語の拡大

広大なスペイン語圏で方言差は存在する

基礎的な部分はほとんど違いが無い

近代になって使われるようになった機械な
どの名称が異なる

カトリック教、生活習慣の類似性

hospitalidad(人をもてなす心)は共通



2004(平成16)年度愛知県立大学公開講座

ことばの万国博覧会
－ことばが世界を結ぶ－

スペイン語 －二つの世界のことば－

担当：堀田英夫（愛知県立大学外国語学部スペイン学科）

Gracias por su atención
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